
令和元年度 西紀小学校 教育目標

未来を切り拓き、夢をかなえる力の育成

～ 地域と共に こころ豊かに たくましく ～
＜今年度の重点目標＞

◇○にこにこ笑顔であいさつができる子 ← ふるさとに学びつなぐ自分づくり

ふるさと学習のねらいや活動を明確にし、体験からの学びを大切にします。

人との出会いから、西紀に生まれ育ったことを自信や誇りに思う学習につなぎます。

◇○しっかり考え、主体的に・進んで学ぶ子 ← 学び続ける自分づくり

授業の見通しをもたせ、一人学びとみんな学びで「自分の考え」を深め・広げます。

外国語活動・外国語の学習から、コミュニケーション力の伸長をめざします。

◇○きたえて心も体もしなやかでたくましい子 ← たくましい自分づくり

自治的な児童会活動をはじめ、自主自立の西紀っ子をめざします。

安全で安心な環境を整備すると共に、危険予測や危険回避の力も育てます。

西紀小学校

令和元年 第１号

5月30日(木)に令和元年度第１回学校運営協議会を開催しました。西紀小学校ホームページに
も報告書をアップしていますが、今年度はコミュニティ・スクールだよりとしてお知らせします。

令和元年度の学校運営協議会 活動目標

ふるさと西紀に学び、誇りと愛情をもって次代につなぐ児童の育成

地域・保護者・学校の代表からなる西紀小学校運営協議会では、長年取り組んできた西紀小学校で

の「ふるさと学習」により、西紀地区の児童に今必要な生きる力（①生きて働く知識・技能、②未知

の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力、③学びに向かう力・人間性等）をふるさと「西紀」

での出会いや学びから育て、次代につなぐ人づくりへとつなぎたいと考えています。

今年度の学校運営協議会を紹介します （敬称略）

岡澤 久（里づくり振興会会長） 赤穂 利和（里づくり振興会事務局）

宇杉 昌史（民生委員児童委員） 林 泰代（元民生委員児童委員）

佐藤 美鈴（更生保護女性会） 井階 慧一（令和元年度育友会会長）

畑中さとる（西紀小学校校長） 浅田 智広（西紀小学校教頭）

礒貝 陽吉（西紀小学校主幹教諭）

第１回の学校運営協議会では、今年度の西紀小学校の教育目標・重点目標について承認し、学
校運営協会の計画、学校課題についても話し合いました。



学校運営協議会主催事業として、５月の「地域校外学習」と９月「運動会」があります。

＜地域校外学習＞
以下の3つの目的・３つのコースで実施しています。

目的① 校区内の特色ある地形、産業、作物等を見学し、地域を愛する心を育む

目的② １･2年生活科、3～6年総合的な学習の時間や社会科の学びの一環として「課題発見

目的③ 集団行動をとおして社会性の育成、仲間作り

北コース：倶利伽羅不動の滝・谷中分水界・高齢者創作館・福徳貴寺

南コース：弘誓寺・シャクナゲ公園・天満神社・五葉松・多々奴比神社・西紀農産加工組合

中コース：黒豆の館・小坂のわき水・佐中ダム・峠の石・明月神社・四王寺古墳

里づくり振興会は学校と連携し、一緒に歩いての交通安全に加え、現地での説明の手配もしました。

何より、一緒に歩きながらお弁当を食べながらの学習は、大人にも子どもにもよい交流の場になっ

ています。

＜ふるさと朝会＞
2つの主催事業の他に、地域の方に学ぶ「ふるさと朝会」を学期に１回しています。

今年度の第１回目は、高橋淳介さんに「にしきシャクナゲまつりとシャクナゲの話」をしていた

だきました。抜粋して紹介します。

昭和46年に西紀町のキャッチフレーズ「青空に小鳥
うたうシャクナゲの町」ができました。
また、シャクナゲが西紀の町の花になった理由は、多

紀アルプスに群生しているシャクナゲを栗柄奥、鼓峠か
ら一望でき、登山しながら花見ができたことから選定さ
れたそうです。
シャクナゲを大切にし、みんなで育てようと、昭和55

年には第1回シャクナゲまつりも始まり、今年は第40回
でした。多くの人が集まって、盛大に開催できました。
シャクナゲセンターは平成元年に開園し、その年にシ

ャクナゲ娘も誕生しました。シャクナゲセンターには、たく
さんのシャクナゲが育てられています。日本シャクナゲ、
西洋シャクナゲ、アカボシ（台湾シャクナゲ）、色もピンクが主ですが、赤、白、紫等々があります。機会が
あれば見に行ってください。

◇ 今年度の１･２･３年生は、中コースでした ◇

黒豆の館 → 明月神社・公民館 → 明月広場 → 四王寺古墳

入学してまだひと月の1年生もいましたが、元気にスタート！
黒豆の館でのクイズや明月神社での昔のお話、古墳の中にも入ら

せていただき、みんな大喜びでした。
暑いくらいのいいお天気でしたが、最後まで楽しく歩き通すこと

ができました。

◇ 今年度の４･５･６年生は、北コースでした ◇

倶利伽羅不動の滝・谷中分水界 → 西紀高齢者創作館
→ 福徳貴寺 → 垣屋公民館

自然の素晴らしさ、歴史や文化を味わうこともできる上に、
このコースの往路は路線バスを使うため、子ども一人一人が
バス代を握りしめての参加です。創作館では綿繰りや機織り
などもさせていただき、体験いっぱいの校外学習でした。


